
【特集】小学校の統合再編を考えよう

《表紙》
　御食国若狭おばま食文化館
１階のマリンデッキで行われ
た「足湯開き」。冬季休業のた
め、４カ月ぶりの再開に、招
かれた小浜第１保育園の園児
からは「あったか〜い」「気持
ちいい〜」と歓声が上がって
いました。

（４月８日）
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児
童
の
減
少

　

現
在
の
児
童
数
は
一
、七
五
六
人
で
昭

和
四
十
年
の
三
、六
四
一
人
の
半
分
以
下

と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
七
年
度
に

は
、
一
五
〇
人
減
の
一
、六
〇
六
人
に
な

る
見
込
み
で
、
少
子
化
は
さ
ら
に
進
ん
で

い
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

各
小
学
校
の
状
況

　

現
在
、
児
童
数
が
少
な
い
の
は
、
田
烏

と
宮
川
、
中
名
田
の
各
小
学
校
で
、
こ
の

三
校
は
複
式
学
級
が
あ
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
今
の
一
歳
児
が
入
学
す
る
平
成

二
十
七
年
度
の
児
童
数
を
見
る
と
、
雲
浜

と
西
津
、
松
永
を
除
く
各
小
学
校
が
減
少

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
国
富
小
学
校
と
小

浜
小
学
校
の
減
少
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
国
富
小
学
校
で
は
、
こ
の
ま
ま
い
く

と
同
二
十
六
年
度
に
は
複
式
学
級
が
発
生

　
　

こ
の
ま
ま
児
童
が
減
り
続
け
た
ら
…

　
　

小
学
校
の
統
合
再
編
を
考
え
よ
う

　

今
、
小
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
少
子
化
に
よ
っ
て
小
学
校
の

統
合
再
編
を
考
え
る
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。

　

な
ぜ
、
統
合
す
る
必
要
が
あ
る
か
？

　

そ
れ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
あ
り
ま
す
が
、
最
大

の
理
由
は
、「
児
童
数
の
減
少
」
で
す
。
こ
の
ま
ま
児
童

の
数
が
減
り
続
け
る
と
数
年
後
に
は
、
多
く
の
小
学
校

が
複
式
学
級
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ど
う
い
う
風
に
統
合
す
る
の
か
？

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
市
内
に
あ
る
小
学
校
を
四

校
に
統
合
す
る
と
い
う
案
を
軸
に
考
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
各
地
区
に
小
学
校
が
あ
る
の
は
当
然
だ
と
思
っ

て
い
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
児
童
が
減

り
続
け
れ
ば
…
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
統
合
再
編
に
つ
い
て
の
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
、
地
域
で
議
論

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
統
合
再
編
は
、

小
学
生
や
保
育
園
児
が
い
る
家
庭
だ
け
の
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
地
域
、
社
会
全
体
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
重
要
な
問
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
総
務
課　

☎
内
線
４
２
２

小
浜
市
の
現
状
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学校名 平成 22 年度 平成 27 年度

小浜小学校 273 人 185 人

雲浜小学校 246 人 271 人

西津小学校 149 人 201 人

内外海小学校 68 人 56 人

田烏小学校 19 人 9 人

国富小学校 124 人 69 人

宮川小学校 47 人 42 人

松永小学校 65 人 68 人

遠敷小学校 223 人 196 人

今富小学校 318 人 308 人

口名田小学校 92 人 92 人

中名田小学校 50 人 39 人

加斗小学校 82 人 70 人

合計 1,756 人 1,606 人

《複式学級の編成基準》

　１年生を含む場合は、２学年の合計が８人
　以下の場合に複式学級になります。１年生
　を含まない場合、２学年の合計が 16 人以下
　の場合に複式学級になります。複式学級の
　くくりは下の学年からくくります

し
ま
す
。
小
浜
小
学
校
は
、
現
在
の
十
一

ク
ラ
ス
か
ら
六
ク
ラ
ス
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

※
校
区
外
通
学
が
予
想
不
可
の
た
め
、
児

　

童
数
は
住
民
票
に
よ
っ
て
算
出

老
朽
化
が
進
む
小
学
校

　

小
浜
と
内
外
海
を
除
く
各
小
学
校
は
、

昭
和
三
十
年
代
か
ら
五
十
年
代
に
建
て
ら

れ
た
も
の
で
、
築
後
三
十
年
以
上
と
な
っ

て
い
ま
す
。

答
申

　

平
成
十
六
年
九
月
に
市
教
育
施
設
等
研

究
委
員
会
か
ら
「
学
級
数
が
十
二
学
級
か

ら
十
八
学
級
程
度
が
望
ま
し
い
」
と
答
申

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
一
学
年
で
二
ク

ラ
ス
か
ら
三
ク
ラ
ス
（
一
ク
ラ
ス
二
十
五

人
か
ら
三
十
人
程
度
）
に
な
る
こ
と
が
適

正
と
い
う
こ
と
で
す
。

理
由

　

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
あ

る
程
度
の
人
数
で
、
ク
ラ
ス
替
え
の
で
き

る
環
境
が
よ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
一
ク

ラ
ス
に
二
十
五
人
か
ら
三
十
人
い
る
と
、

切せ
っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
し
思
考
力
が
増
す
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
（
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
一
学
年
に
二
ク
ラ
ス
あ
れ

ば
ク
ラ
ス
替
え
も
可
能
で
す
。
ク
ラ
ス
替

え
は
、
子
ど
も
た
ち
に
新
た
な
人
間
関
係

を
築
く
よ
い
機
会
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
一
学
年
に
二
人
の
担
任
が
い

る
こ
と
で
先
生
同
士
が
協
力
し
、
よ
り
よ

い
教
育
を
子
ど
も
た
ち
に
提
供
で
き
る
と

思
い
ま
す
。

適
正
な
規
模



ど
の
学
校
か
ら
統
合
す
る

　

現
在
、
田
烏
小
学
校
と
内
外
海
小
学
校

と
の
統
合
、
東
部
地
域
の
小
学
校
の
統
合

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

田
烏
小
と
内
外
海
小
で
は
、
同
地
区
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
田
烏
小
の
児
童

数
が
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
早
急
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
東
部
地
域
の
小
学
校
は
、
遠
敷

小
学
校
の
老
朽
化
が
激
し
い
た
め
、
統
合

を
前
提
に
新
校
舎
の
建
設
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

課
題
と
対
応

　

統
合
再
編
問
題
は
、
四
校
試
案
に
よ
っ

て
す
べ
て
が
う
ま
く
い
く
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
、
多
く
の
地
区
か
ら
小
学

校
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
区
を
分
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
、
十
分
な
理
解

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

最
も
大
切
な
の
は
、「
子
ど
も
の
こ
と

を
第
一
に
考
え
る
」「
住
民
の
皆
さ
ん
に

理
解
し
て
い
た
だ
く
」
こ
と
と
考
え
、
統

合
再
編
問
題
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
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四
校
に
す
る
統
合
案

四
校
試
案

　

教
育
委
員
会
で
は
、
市
教
育
施
設
等
研

究
委
員
会
か
ら「
適
正
な
小
学
校
の
規
模
」

の
答
申
を
受
け
、
平
成
十
六
年
に
「
四
校

試
案
」
を
作
成
し
、
公
表
し
ま
し
た
。
四

校
試
案
と
は
、
市
内
の
十
三
小
学
校
を
四

校
に
統
合
す
る
（
左
表
）
と
い
う
も
の
で

す
。４校試案（平成 16 年 9 月 22 日作成）

区域 対象となる学校

東部地域 遠敷、下根来、松永、
宮川、国富の各小学校

西部地域 小浜、加斗、
雲浜（一部）の各小学校

南部地域 今富、口名田、
中名田の各小学校

北部地域 西津、内外海、田烏、
雲浜（一部）の各小学校

な
ぜ
、
こ
の
四
校
？

　

平
成
十
六
年
の
時
点
で
、
ど
の
小
学
校

で
も
十
二
ク
ラ
ス
に
な
る
よ
う
地
理
的
な

関
係
と
児
童
数
の
見
込
み
を
含
め
均
等
に

分
け
た
た
め
で
す
。

将
来
的
に
考
え
る
と

　

切せ
っ
さ
た
く
ま

磋
琢
磨
し
な
が
ら
学
習
す
る
の
に
最

適
な
「
大
規
模
学
校
」
と
十
人
前
後
の
「
小

規
模
学
校
」
の
特
徴
を
考
え
て
み
ま
し
た

（
下
記
表
）。
こ
れ
を
見
る
と
、
一
概
に

ど
ち
ら
が
よ
い
と
は
言
え
ず
、
そ
れ
ぞ
れ

に
よ
い
と
こ
ろ
、
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま

児
童
数
が
減
少
し
続
け
る
と
複
式
学
級
が

次
々
と
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
複
式
学
級
で

は
、
二
学
年
を
一
人
の
先
生
が
同
時
に
指

導
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
直
接
先
生
に
見
て

も
ら
え
る
時
間
が
半
分
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

今
後
、ま
す
ま
す
少
子
化
が
進
む
中
で
、

将
来
的
な
こ
と
を
見
据
え
る
と
、
統
合
再

編
の
時
期
に
さ
し
か
か
っ
て
き
た
と
言
え

ま
す
。

住
民
説
明
会

　

現
在
、
四
校
試
案
を
基
に
、
想
定
さ
れ

る
さ
ま
ざ
ま
な
統
合
パ
タ
ー
ン
を
示
し
、

地
区
の
役
員
や
学
校
関
係
者
に
小
学
校
統

合
に
関
す
る
説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
説
明
会
が
終
了
次
第
、
住
民
の

皆
さ
ん
全
員
を
対
象
に
説
明
会
を
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
規
模
学
校
（
25
人
〜
30
人
）

小
規
模
学
校
（
10
人
前
後
）

よいところ

悪いところ

•集団活動の中で切
せっさ た く ま
磋琢磨し、社

　会性や協調性、たくましさを
　育むことができる
•体育では、野球やサッカーな
　どの団体競技ができる
•スクールバス通学になるため、
　不審者などの対策をとりやすい

•一人当たりの活動の場が少ない
•子ども間のトラブルが多くなる
•スクールバス通学になるため、
　徒歩通学ができなくなる　
•先生は、子どもひとりひとり
　を直接指導する機会が少ない
•先生は、子どもひとりひとり
　の実態把握が難しい

•一人当たりの活動の場が増える
•違う学年の子どもと交流できる
•子どもと先生、子ども同士が親
　密になる
•先生は、子どもひとりひとり
　に目が届き、きめこまやかな
　指導ができる
•保護者や地域社会との連携がと
　りやすい

•クラス替えがなく、友人関係
　の固定化や序列化を招く
•切磋琢磨に乏しく、子どもの外
　的刺激が少ない
•体育では、野球やサッカーな
　どの団体競技ができない
•音楽活動や運動会、その他学
　校行事など、集団教育活動に
　制約を受ける

　学校課題研究会とは、小学校の統合問題を宮川地区
としてどう方向付けするかということを目的に、平
成 20 年 11 月に設置されました。わたしたちが結論を
導くわけではありませんから、自分の主観を入れずに

中立な立場でみんなの意見を取りまとめることを心がけていま
す。
　今の課題は、地区の人に統合の内容を知ってもらうことです。
地区の人も統合の話は知っていても、具体的な内容までは知り
ません。５月７日には市教育委員会が説明会を実施されますが、
わたしたちも各区で人が集まるときに統合問題を話題にして、
多くの人に関心を持ってもらいたいと考えているんですよ。
　小学校の統合問題は、宮川地区にとって大きな問題です。み
んなが納得できる結論というのは難しいかもしれませんが、み
んなでよく話し合ってもらい、「子どものため」「教育のため」「将
来のため」につながるような結論が出たらいいなと思います。

（宮川地区）学校課題研究会

　会長　松
ま つ お

尾 茂
しげよし

嘉 さん（63 歳・竹長）

今
後
の
方
針

中名田小学校と桜（本文と直接関係はありません）
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人 

事 

異 

動

　

市
で
は
、
直
面
す
る
行
政
課
題
や
市
民

ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
す
る
組
織
体
制
を

築
く
た
め
、
四
月
一
日
付
け
で
組
織
機
構

の
見
直
し
と
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
第
二
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
の
「
食
の
ま
ち

　
づ
く
り
」

•

株
式
会
社
お
ば
ま
観
光
局
と
連
携
し
、

　
農
林
水
産
業
の
振
興
と
所
得
向
上
の
た

　
め
、
農
林
水
産
課
職
員
を
一
人
増
員

•

市
庁
舎
に
あ
る
食
の
ま
ち
づ
く
り
課
を

　
食
文
化
館
に
移
し
、
施
策
や
事
業
を
一

　
体
的
に
取
り
組
め
る
よ
う
体
制
を
強
化

•

小
中
学
校
で
地
場
産
給
食
な
ど
の
食
育

　
を
進
め
る
た
め
、
市
の
負
担
で
県
教
育

　
委
員
会
か
ら
指
導
主
事
を
受
け
入
れ
る

②
環
境
施
策
の
充
実

•

環
境
衛
生
課
内
の
環
境
グ
ル
ー
プ
を
環

　
境
・
水
保
全
グ
ル
ー
プ
に
改
め
、
水
資

　
源
の
保
護
や
活
用
に
取
り
組
む
部
署
を

　
新
設

③
元
気
で
長
生
き
推
進

•

市
民
の
検
診
受
診
率
ア
ッ
プ
な
ど
に
取

　
り
組
む
た
め
、
五
年
ぶ
り
に
保
健
師
一

　
人
を
採
用

④
中
心
市
街
地
の
活
性
化

•

中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
の
策
定
や
ま

　

ち
づ
く
り
の
推
進
に
取
り
組
む
た
め
、

　
経
済
産
業
省
職
員
を
商
工
振
興
課
に
受

　
け
入
れ
る

⑤
課
内
室
を
グ
ル
ー
プ
へ
移
行

•

組
織
の
連
携
強
化
の
た
め
、
課
の
中
に

　
あ
る
室
を
グ
ル
ー
プ
に
移
行
し
た

⑥
職
員
を
削
減

•

引
き
続
き
職
員
数
の
削
減
に
取
り
組
み
、

　
前
年
度
と
比
べ
十
二
人
減
の
三
百
十
六

　
人
に
し
た

　

異
動
は
、
部
長
級
二
人
、
部
次
長
級
六

人
、
課
長
級
八
人
を
含
む
百
二
十
四
人
で

す
。（　

）
内
は
旧
任
・
旧
所
属
。
Ｇ
Ｌ

は
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
。

■
部
長

●
総
務
部
長　

塩
野
喜
一
郎（
民
生
部
長
）

●
民
生
部
長　

中
西
武
司
（
監
査
委
員
事

務
局
長
）　

■
部
次
長

●
総
務
部
▼
部
次
長
兼
総
務
課
長
事
務
取

扱　

江
見
敏
（
社
会
福
祉
課
長
）
▼
部
次

長
兼
税
務
課
長
事
務
取
扱　

木
橋
智
明

（
保
険
健
康
課
長
）

●
企
画
部
▼
部
次
長
兼
情
報
課
長
事
務
取

扱　

芝
田
明
和
（
情
報
課
長
）

●
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
事
務
取
扱　

重
田
治
樹
（
教
育
部
部
次
長
兼
教
育
総
務

課
長
事
務
取
扱
）

●
議
会
事
務
局
▼
局
長　

西
尾
清
順
（
企

画
課
長
）

●
監
査
委
員
事
務
局
▼
局
長　

品
川
憲
治

（
市
民
課
長
）

■
課
長

●
企
画
部
▼
企
画
課
長　

山
口
雅
巳
（
商

工
振
興
課
企
業
誘
致
・
雇
用
推
進
室
長
室

長
・
主
幹
）
▼
食
の
ま
ち
づ
く
り
課
長　

小
南
弘
幸
（
食
の
ま
ち
づ
く
り
課
食
文
化

館
支
配
人
・
主
幹
）

●
民
生
部
▼
社
会
福
祉
課
長　

松
林
吉
博

（
企
画
課
・
主
幹
）
▼
保
険
健
康
課
長　

仲
野
郁
夫
（
介
護
長
寿
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長
・
主
幹
）
▼
環
境
衛
生
課

長　

吉
村
忠
康
（
環
境
衛
生
課
・
主
幹
）

▼
市
民
課
長　

大
岸
美
由
紀
（
情
報
課
・

主
幹
）　

●
教
育
委
員
会
事
務
局
▼
教
育
総
務
課
長

　

滝
口
克
巳
（
総
務
課
Ｇ
Ｌ
・
主
幹
）
▼

体
育
課
長　

岩
田
拓
美
（
商
工
振
興
課
中

心
市
街
地
活
性
化
推
進
室
長
・
主
幹
）

■
主
幹

●
総
務
部
▼
税
務
課
Ｇ
Ｌ　

出
口
美
千
子

（
税
務
課
Ｇ
Ｌ
・
課
長
補
佐
）
▼
生
活
安

全
課
Ｇ
Ｌ　

岡
田
泰
治
（
社
会
福
祉
課
Ｇ

Ｌ
・
課
長
補
佐
）
▼
生
活
安
全
課
Ｇ
Ｌ　

黒
田
誠
司
（
福
井
県
警
察
本
部
）

●
企
画
部
▼
情
報
課
Ｇ
Ｌ　

内
方
政
弘

（
企
画
課
総
合
交
通
推
進
室
長
・
主
幹
）

▼
食
の
ま
ち
づ
く
り
課
Ｇ
Ｌ　

増
田
吉
裕

（
保
険
健
康
課
Ｇ
Ｌ
・
主
幹
）

●
民
生
部
▼
社
会
福
祉
課
Ｇ
Ｌ　

安
倍
満

代
（
社
会
福
祉
課
Ｇ
Ｌ
・
課
長
補
佐
）
▼

介
護
長
寿
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長　

伊
勢
三
恵
子
（
保
険
健
康
課
・
課
長

補
佐
）
▼
環
境
衛
生
課
Ｇ
Ｌ　

松
井
俊
樹

（
財
政
課
行
政
改
革
推
進
室
長
・
主
幹
）

▼
環
境
衛
生
課
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長

　

下
島
潤
一
（
体
育
課
Ｇ
Ｌ
・
主
幹
）
▼

環
境
衛
生
課
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
所
長　

川
端
正
寿
（
環
境
衛
生
課
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
次
長
・
課
長
補
佐
）

●
産
業
部
▼
商
工
振
興
課
Ｇ
Ｌ　

山
下
善

嗣
（
税
務
課
Ｇ
Ｌ
・
主
幹
）
▼
商
工
振
興

課
Ｇ
Ｌ　

井
上
満
夫
（
経
済
産
業
省
）
▼

観
光
交
流
課
Ｇ
Ｌ　

橋
本
長
一
朗
（
観
光

交
流
課
観
光
局
創
設
準
備
室
長
・
主
幹
）

●
教
育
委
員
会
事
務
局
▼
教
育
総
務
課
Ｇ

Ｌ　

伊
須
田
尚
（
教
育
総
務
課
Ｇ
Ｌ
・
課

長
補
佐
）
▼
教
育
総
務
課
Ｇ
Ｌ　

森
田
崇

（
福
井
県
教
育
委
員
会
）

■
課
長
補
佐

●
総
務
部
▼
総
務
課
Ｇ
Ｌ　

善
定
末
雄

（
保
険
健
康
課
）
▼
税
務
課
Ｇ
Ｌ　

東
野

克
拓
（
財
政
課
Ｇ
Ｌ
）
▼
税
務
課
Ｇ
Ｌ　

今
井
俊
彦
（
税
務
課
）
▼
生
活
安
全
課
Ｇ

Ｌ　

知
見
康
代
（
監
査
委
員
事
務
局
）

●
企
画
部
▼
企
画
課
Ｇ
Ｌ　

檀
野
清
隆

（
食
の
ま
ち
づ
く
り
課
Ｇ
Ｌ
）
▼
企
画
課

Ｇ
Ｌ　

宮
川
鶴
綱
（
保
険
健
康
課
Ｇ
Ｌ
）

▼
情
報
課
Ｇ
Ｌ　

松
見
一
彦
（
上
下
水
道

課
）
▼
財
政
課
Ｇ
Ｌ　

津
田
実
（
税
務
課

Ｇ
Ｌ
）

●
民
生
部
▼
社
会
福
祉
課
Ｇ
Ｌ　

佐
々
木

宏
明
（
商
工
振
興
課
）
▼
母
と
子
の
家
児

童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
園
長　

畑
多

佳
子
（
遠
敷
保
育
園
）
▼
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
園
長　

小
畑
智
恵
（
今
富
第
一
保

育
園
長
）
▼
西
津
保
育
園
長　

服
部
智
子

（
宮
川
保
育
園
長
）
▼
宮
川
保
育
園
長　

大
橋
敏
美
（
宮
川
保
育
園
）
▼
松
永
保
育

園
長　

水
本
和
子
（
小
浜
第
一
保
育
園
）

▼
口
名
田
保
育
園
長　

古
谷
弥
恵
子
（
小

浜
幼
稚
園
長
）
▼
内
外
海
児
童
セ
ン
タ
ー

園
長　

下
島
明
子
（
松
永
保
育
園
長
）
▼

保
険
健
康
課
Ｇ
Ｌ　

岩
本
秀
子
（
保
険
健

康
課
）
▼
市
民
課
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民

活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長　

地
村
奈
美
子

（
生
活
安
全
課
）　

●
産
業
部
▼
都
市
整
備
課
Ｇ
Ｌ　

渡
邉
英

明
（
生
涯
学
習
課
・
課
長
補
佐
）　

●
会
計
課　

石
田
悟
司（
図
書
館
長
補
佐
・

課
長
補
佐
）

●
教
育
委
員
会
事
務
局
▼
小
浜
幼
稚
園
長

　

片
山
忍
（
小
浜
幼
稚
園
）
▼
生
涯
学
習

課
Ｇ
Ｌ　

西
田
雅
志
（
市
民
課
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
・

課
長
補
佐
）
▼
体
育
課
Ｇ
Ｌ　

津
田
修
二

（
生
活
安
全
課
Ｇ
Ｌ
）
▼
図
書
館
長
補
佐

　

竹
本
雅
之
（
都
市
整
備
課
Ｇ
Ｌ
）

■
企
画
主
査

●
総
務
部
▼
総
務
課　

河
原
弘
和
（
上
下

水
道
課
）
▼
税
務
課　

岡
寿
郎
（
市
民
課
）

▼
税
務
課　

赤
崎
智
子
（
総
務
課
）　

●
民
生
部
▼
小
浜
第
一
保
育
園　

小
林
美

希
（
加
斗
保
育
園
）
▼
内
外
海
児
童
セ
ン

タ
ー　

河
野
美
智
江
（
中
名
田
保
育
園
）

▼
保
険
健
康
課　

安
田
宗
子
（
文
化
遺
産

活
用
課
）
▼
市
民
課　

松
葉
美
紀
子
（
保

険
健
康
課
）
▼
市
民
課　

大
西
博
司
（
上

下
水
道
課
小
浜
浄
化
セ
ン
タ
ー
）　

●
産
業
部
▼
商
工
振
興
課　

森
下
雅
至

（
秘
書
課
）
▼
農
林
水
産
課　

森
達
郎
（
生

涯
学
習
課
）
▼
都
市
整
備
課　

上
野
正
博

（
農
林
水
産
課
）
▼
上
下
水
道
課　

澤
谷

欣
弘
（
生
涯
学
習
課
）
▼
上
下
水
道
課　

角
野
覚
（
総
務
課
契
約
検
査
室
）
▼
上
下

水
道
課
小
浜
浄
化
セ
ン
タ
ー　

下
野
仁
己

（
農
林
水
産
課
）

●
教
育
委
員
会
事
務
局
▼
教
育
総
務
課　

山
名
聡
（
福
井
県
教
育
委
員
会
）
▼
文
化

遺
産
活
用
課　

百
田
典
子（
観
光
交
流
課
）

■
主
査
・
主
事

●
総
務
部
▼
秘
書
課　

水
野
伸
治
（
介
護

長
寿
課
）
▼
総
務
課　

小
松
隆
次
郎
（
福

井
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
）

▼
総
務
課　

前
野
美
由
紀
（
市
民
課
）
▼

税
務
課　

竹
浦
大
輔
（
財
政
課
）　

●
企
画
部
▼
財
政
課　

長
谷
川
幸
司
（
税

務
課
）
▼
財
政
課　

高
鳥
伸
也
（
上
下
水

道
課
）
▼
食
の
ま
ち
づ
く
り
課　

速
水
誠

智
（
情
報
課
）　

●
民
生
部
▼
社
会
福
祉
課　

山
本
祐
也

（
厚
生
労
働
省
派
遣
）
▼
社
会
福
祉
課　

井
上
惠
理
（
食
の
ま
ち
づ
く
り
課
）
▼
西

津
保
育
園　

宇
野
泉（
小
浜
第
一
保
育
園
）

▼
国
富
保
育
園　

池
田
裕
子
（
西
津
保
育

園
）
▼
宮
川
保
育
園　

櫻
井
典
子
（
雲
浜

保
育
園
）▼
遠
敷
保
育
園　

清
水
美
和（
今

富
第
二
保
育
園
）
▼
遠
敷
保
育
園　

堂
下

友
紀
（
口
名
田
保
育
園
）
▼
口
名
田
保
育

園　

政
中
真
由
（
今
富
第
一
保
育
園
）
▼

中
名
田
保
育
園　

田
中
良
恵
（
内
外
海
児

童
セ
ン
タ
ー
）
▼
加
斗
保
育
園　

山
田
陽

子
（
今
富
第
一
保
育
園
）
▼
介
護
長
寿
課

　

重
田
敬
之
（
農
林
水
産
課
）
▼
介
護
長

寿
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

池
田
真

美
（
社
会
福
祉
課
）
▼
保
険
健
康
課　

領

家
直
美
（
総
務
課
）
▼
保
険
健
康
課　

長

田
三
奈
（
市
民
課
）
▼
保
険
健
康
課　

竹

内
彰
朗
（
観
光
交
流
課
）

●
産
業
部
▼
観
光
交
流
課　

齋
藤
寛
之

（
財
政
課
）
▼
観
光
交
流
課　

石
田
真
由

美
（
上
下
水
道
課
）
▼
農
林
水
産
課　

田

中
勝
雄
（
職
員
組
合
派
遣
）
▼
農
林
水
産

課　

北
村
宗
之
（
都
市
整
備
課
）
▼
都
市

整
備
課　

松
岡
靖
洋
（
福
井
県
派
遣
）
▼

上
下
水
道
課　

坂
上
和
由
（
総
務
課
）

●
監
査
委
員
事
務
局　

重
田
典
子
（
税
務

課
）

●
教
育
委
員
会
事
務
局
▼
教
育
総
務
課　

松
木
浩
代
（
社
会
福
祉
課
少
子
化
対
策
推

進
室
）
▼
小
浜
幼
稚
園　

西
川
圭
子
（
国

富
保
育
園
）
▼
小
浜
幼
稚
園　

中
島
直
子

（
今
富
第
一
保
育
園
）
▼
生
涯
学
習
課　

日
比
野
伸
彦
（
食
の
ま
ち
づ
く
り
課
御
食

国
若
狭
お
ば
ま
食
文
化
館
）
▼
生
涯
学
習

課　

藤
田
正
徳
（
都
市
整
備
課
）

■
技
能
労
務
職

●
民
生
部
▼
口
名
田
保
育
園　

中
澤
香
代
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美
（
今
富
第
二
保
育
園
）
▼
内
外
海
児
童

セ
ン
タ
ー　

高
山
タ
ヅ
エ
（
口
名
田
保
育

園
）

●
教
育
委
員
会
事
務
局
▼
小
浜
小
学
校
清

掃
員　

四
方
義
一（
教
育
総
務
課
清
掃
員
）

▼
雲
浜
小
学
校
業
務
指
導
員　

中
嶋
和
枝

（
小
浜
第
二
中
学
校
業
務
指
導
員
）
▼
国

富
小
学
校
用
務
調
理
員　

岡
本
一
枝
（
口

名
田
小
学
校
用
務
調
理
員
）
▼
松
永
小
学

校
用
務
調
理
員　

池
田
美
知
栄
（
雲
浜
小

学
校
用
務
調
理
員
）
▼
口
名
田
小
学
校
用

務
調
理
員　

森
下
温
美
（
国
富
小
学
校
用

務
調
理
員
）
▼
小
浜
中
学
校
用
務
調
理
員

　

西
村
芳
子（
松
永
小
学
校
用
務
調
理
員
）

▼
小
浜
第
二
中
学
校
業
務
指
導
員　

寺
井

千
寿
子（
小
浜
第
二
中
学
校
用
務
調
理
員
）

▼
小
浜
第
二
中
学
校
業
用
務
調
理
員　

高

田
紀
美
江
（
小
浜
中
学
校
用
務
調
理
員
）

■
派
遣

▼
福
井
県　

藤
田
卓
弥
（
上
下
水
道
課
）

▼
福
井
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

石
橋
克
浩
（
社
会
福
祉
課
）

■
新
採
用

▼
社
会
福
祉
課　

赤
﨑
泰
文
▼
社
会
福
祉

課
母
と
子
の
家
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー　

新
谷
智
子
▼
小
浜
第
一
保
育
園　

村
松
篤
実
▼
保
険
健
康
課　

松
宮
朋
美
▼

農
林
水
産
課　

上
田
崇
博
▼
上
下
水
道
課

　

村
上
由
佳

■
退
職

▼
服
部
由
幸
（
議
会
事
務
局
長
）
▼
田
井

克
己
（
総
務
部
長
）
▼
竹
村
次
夫
（
民
生

部
部
次
長
）
▼
熊
谷
博
司
（
会
計
管
理
者
）

▼
栗
原
茂
（
総
務
部
部
次
長
）
▼
吉
岡
澄

夫
（
企
画
部
部
次
長
）
▼
池
上
秀
樹
（
総

務
部
部
次
長
）
▼
杉
本
泰
俊
（
図
書
館
長
）

▼
田
中
毅
志
（
体
育
課
長
）
▼
岩
本
安
正

（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼
六
塚
人

（
会
計
課
上
席
課
長
補
佐
）
▼
吉
岡
恒
子

（
社
会
福
祉
課
課
長
補
佐
）
▼
多
辺
千
恵

子
（
西
津
保
育
園
長
）
▼
岩
田
順
子
（
今

富
第
二
保
育
園
長
）
▼
地
村
裕
子
（
口
名

田
保
育
園
長
）
▼
木
谷
敬
子
（
母
と
子
の

家
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
園
長
）

▼
野
瀬
直
枝
（
内
外
海
児
童
セ
ン
タ
ー
園

長
）
▼
河
原
祐
美
（
教
育
総
務
課
）
▼
川

上
純
夫
（
小
浜
ロ
ッ
ジ
業
務
指
導
員
）
▼

髙
鳥
照
子（
内
外
海
小
学
校
用
務
調
理
員
）

▼
厚
生
労
働
省
復
帰　

中
村
加
奈
子
（
社

会
福
祉
課
）

▼
福
井
県
教
育
委
員
会
復
帰　

岡
本
武

（
教
育
総
務
課
Ｇ
Ｌ
）

い
。
そ
こ
で
一
番
に
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
「
市
民
の
目
線
」

「
市
民
が
第
一
で
あ
る
」
と
い
う
こ

と
。
そ
し
て
、
市
民
と
接
し
て
い
る

中
で
、
本
当
に
市
民
の
た
め
に
な
る

の
か
疑
問
に
感
じ
た
ら
す
ぐ
改
善
に

向
け
行
動
す
る
と
い
う
意
識
を
常
に

持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
本
年
度
設
置
す
る
観
光
局
は
、
今

ま
で
成
果
が
あ
っ
た
食
の
ま
ち
づ
く

り
を
、
観
光
と
い
う
切
り
口
で
第
二

ス
テ
ー
ジ
に
前
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
商
工
業
、
農
林
水
産

業
、
健
康
面
へ
の
波
及
が
重
要
と
な

る
。
そ
し
て
、
市
民
と
協
働
で
運
営

し
て
い
く
と
い
う
意
味
で
、
民
間
か

ら
も
出
資
し
て
い
た
だ
き
、
会
社
と

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
民
間
と
と
も

に
観
光
で
努
力
し
、
農
林
水
産
業
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
経
済
を
少
し
で

も
活
性
化
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
れ
が
我
々
の
使
命
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
、
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

最
近
は
、「
地
方
分
権
」
と
い
う

言
葉
が
、「
地
域
主
権
」
と
い
う
言

い
方
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
国
に

あ
る
権
力
を
地
域
に
分
け
る
の
で
は

な
く
、
地
域
が
主
権
者
と
な
っ
て
い

く
と
い
う
意
味
か
ら
こ
う
い
う
言
葉

に
変
わ
っ
た
。

　
昨
年
十
一
月
に
初
め
て
国
と
地
方

と
の
協
議
の
場
が
持
た
れ
た
。
そ
の

中
で
鳩
山
総
理
か
ら
「
こ
れ
か
ら
の

日
本
に
は
、
市
民
の
自
主
的
な
活
動

を
育
て
、
真
の
意
味
で
の
市
民
協
働

型
社
会
を
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
に
一
番
近
い

自
治
体
が
主
役
に
な
る
こ
と
が
必
要

不
可
欠
で
あ
る
」
と
断
言
さ
れ
た
。

　
今
ま
で
は
国
が
統
治
し
、
国
か
ら

県
、
市
へ
と
も
の
ご
と
が
降
り
て
き

て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
市

民
か
ら
出
発
し
、
国
へ
上
が
っ
て
い

く
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
ま

ず
は
、
自
治
体
が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

辞
令
交
付
式
で
の
市
長
訓
示

平成22年度いいとこ小浜づくり活動支援事業

「まちづくり」アイデアを大募集！
　市では、ふるさと納税の一部を活用して、市民の自主的活動を促進し、市

民参画によるわくわくできるまちづくりを進めるため、「いいとこ小浜づくり

活動支援事業」を実施します。個性的で魅力的な活動の提案をお待ちしてい

ます。

■問い合わせ　企画課　☎内線 342

☆対象の事業
　公益的、地域貢献型まちづくり活動で、提案
　者自らが実施し、年度内に終了する事業
☆提案者
　市内に在住または在学、勤務している個人。
　または、市内で活動している団体
☆応募方法
　いいとこ小浜づくり活動支援事業計画書を提
　出してください

☆選考
　審査委員会で提案者からのプレゼンテー
　ションをもとに選考。なお、提案件数が多い
　と第１次審査として書類審査を実施する場合
　があります
☆助成額
　事業費の２分の１以内（上限 50万円）
☆募集期間
　５月６日㊍〜 31日㊊

◇出口源太 様（大阪府）３万円　◇西尾麻衣子 様（東京都）１万円　◇高谷信好 様（神奈川県）１万円
◇宮川芳光 様（京都府）１万円　◇太田佳男 様（東京都）17 万 5 千円
◇高島賢 様（東京都）５万円　　◇大熊武 様（千葉県）５万円　　　◇岡本渡 様（石川県）１万円
◇橋本嘉之 様（東京都）10 万円  ◇仲塚英一 様（埼玉県）10 万円
◇北野史子 様（京都府）　◇小畑浩和 様（愛知県）　◇河合康子 様（京都府）　◇久保智史 様（京都府）
◇池上隆史 様（兵庫県）　◇山﨑義信 様　◇吉村忠康 様　◇竹村次夫 様　◇匿名希望　20 人

皆さまにいただきました寄付は、「いいとこ小浜づくり活動支援事業」に利用させていただきます

平成 21年度ふるさと納税　ありがとうございました
38人から 128 万 5千円の寄付をいただきました

平成 21年度のいいとこ小浜まちづくり支援事業

①フラダンスでつなごう世界平和、
　みんなで育

はぐく

もう笑顔と優しい心
　▶オバマを勝手に応援する会

②どんどん小浜に来て見て食べて、
　御食国小浜の美

お い

味しいもん紹介
　事業▶御食国若狭倶楽部

③ウミガメでつながる学生と小浜
　市民との交流と小浜市の発展！
　▶ふくい・うみがめサークル

④市の名勝、妙祐寺しだれ桜で元気
　になろう実行委員会
　▶しだれ桜まつり実行委員会

③ウミガメ専門家の基調講演

④常設展示コーナー
　を設置


